
2026 年 5 月 25 日 
青森県八戸市大字⾧苗代字前田 83-1 

株式会社ユニバース 

~環境保全のためにできること 身近なことから一緒に始めませんか~ 
ユニバースの環境月間 2026 

 
＜実施の背景＞ 

私たちユニバースは、環境問題への取組みを「まずはできることから始め、そして実現が容易でないことに
も積極的に継続して」取り組んでいます。 

今年度も、社会全体で一緒に環境保全について考える機会にしていただきたいとの思いから、６月５日の
「環境の日」を含む６月の環境月間に、環境配慮商品の提案や、お取引先企業と連携し、環境について
学ぶイベント等を開催いたします。 

 

＜企画内容＞  
1.店舗での取組み 
(1).環境配慮商品の特集コーナーを設けて、日々のお買い物を通してできる「身近なエコ活動」を提案します。 

 

◆過去の商品展開事例◆ 

                             

 

 

  

 

 

 

(2).国産ホップ 生産者応援企画 

前年に続きサッポロビール株式会社と連携し、対象商品の売上の一部を国産ホップ生産者に寄付する企画を実施中

です。お陰様で前年は多くのお客様にご賛同いただき、実施期間において販売数日本一を達成することができました。 

   本企画は後継者や労働力不足によって、国産ホップの生産量が年々減少している現状を踏まえ、国産ホップ

の生産者を支援する事を目的としています。生産活動を継続的に支援することで、廃業による土地の劣化、 

  生物損失による環境破壊を未然に阻止する事にもつなげて参ります。 

①.実施期間:5 月４日(月)～５月 31 日(日) 

②.寄付金額:SORACHI 1984 350ml 1 本につき 5 円 

③.寄付先:岩手県北ホップ農業協同組合 

                                     (青森県で唯一のホップ栽培場の田子町も加盟) 

                                 

 
 

この POP とポスターが目印! 



2.イベント開催予定 (敬称略) 

 
3. 環境負荷軽減の継続的取り組み 
(1).森林の水源機能の保全活動 

2025 年から、株式会社ニチレイフレッシュと協業し、岩手県洋
野町の広葉樹の植樹活動に協力しています。品質の良い「ウニ」
を育てるためには豊富な滋養分を含んだ水が山から安定供給さ
れる必要があることから、森林の水源機能を保全し、将来にわた
って、ウニ生産に良好な環境を形成することを目的とします。 

（今年は６月 6 日(土)に実施予定） 
 

(2).水資源を守る活動 

  2018 年から、みちのくコカ・コーラボトリング株式会社と協業し、商品販売を

通じて奥羽山脈の水源を守るための環境活動を行っています。 

2025 年までの寄付総額:3,817,784 円 
 

(3).環境にやさしい商品の販売 

 ①エコ野菜 

  当社の店舗で発生した野菜や肉・魚、惣菜などの 

食品残渣(ざんさ)を食品リサイクル業者が堆肥化し、 

ご協力いただいている農家がその堆肥を使用して、ごぼう

やにんじんなどの野菜を生産。当社店舗にて「エコ野菜」と

して販売しています。 

 

②エシカルな牛肉 

地元高校の生徒さんが｢環境への配慮｣と｢地産地消｣を意識して生産した牛肉をお取引様から仕入れ

て商品化し、定期的に販売しています。 

  同校ではエシカルでおいしい牛肉生産を目的とし、桃川株式会社や上北農産加工株式会社等の地元

企業と連携しながら、様々な研究活動をおこなっています。 

 

 

 

 

イベント名 日程 実施場所 概要 

リサイクル教室 
6/14(日) 
10:00~ 

ユニバース 
十和田東店 
(十和田市) 

株式会社エフピコと連携し、店頭で回収した食品トレ
ーやペットボトルのリサイクルについて学ぶイベントを行い
ます。 



４.アークスグループ全体での取り組み 

  (1).水平リサイクル「ストア to ストア」 

   アークスグループでは、株式会社エフピコと協働し、  

店頭で回収した使用済み食品トレーを新たな食品 

トレーなどのエコ製品へ再生し、再び店舗で使用する 

水平リサイクル｢ストア to ストア｣の取り組みを推進し 

ております。 

 前年はエコ製品の使用により、グループ全体で年間

約 4,000ｔの CO2 排出量抑制を実現しました。 

   

(2).株式会社アークスが、CDP｢気候変動｣分野において 2 年連続で｢B｣スコアに認定 

国際的な環境情報開示システムを運営する非営利団体である CDP※1 の 2025 年気候変動評価に

おいて、２年連続で「B」スコアに認定されました。 

「B」スコアは、8 段階中、上位３番目の評価であり、これは、環境負荷を

減らす取り組みを行っているだけでなく、気候変動によるリスクを正確に把握

し、実際に行動を起こしている企業に与えられる評価です。 

評価は、企業が「どれだけ真剣に気候変動に取り組んでいるか」を示す 

国際基準に基づく厳格な審査の結果であり、特に世界中の投資家や金融

機関が、企業の環境への取り組みを判断するうえで不可欠な基準とされ、 

企業が⾧期的な成⾧を目指すうえで世界的に重要な指標となっています。 

    
※1 CDP とは国際的な環境非営利団体で、企業や自治体を対象とした環境情報開示システムを運営し、気候変動、 

水資源、森林といった環境分野における企業の情報開示や対策を評価する機関。 

この件に関するお問合せ先 
株式会社ユニバース 総務部 中野・冨田 

TEL:0178-21-1888 


